
上天草市樋合海水浴場休憩施設「海の家」指定管理者仕様書 

 

１ 趣旨 

本仕様書は、上天草市樋合海水浴場休憩施設「海の家」（以下「海の家」と

いう。）条例に定めるもののほか、指定管理者が行う業務の詳細について定め

ることを目的とする。 

 

２ 施設の概要 

（１） 名称 上天草市樋合海水浴場休憩施設「海の家」 

（２） 位置 熊本県上天草市松島町合津７５８４番地 

（３） 施設の内容 

 ア 休憩施設家屋部分 ３９３.９８㎡（木造平屋建て）、テラス部分２２

９.２０㎡（鉄骨造） 

  イ 施設内容 事務室、売店、倉庫、食材提供コーナー、調理室、シャワ

ー室、トイレ、屋外休憩室、屋内休憩室、 

 

３ 管理に関する基本的な考え方 

（１） 施設利用者の安全確保を第一とする。 

（２） 施設の効果的・弾力的運営を行う。 

（３） 施設の利用促進を積極的に図る。 

（４） 利用者にとって快適な施設であることに努める。 

（５） 魅力のある自主事業を実施し、利用者サービスの向上に努める。 

（６） 個人情報の保護を徹底する。 

（７） 施設整備及び備品の保全管理に努める。 

 

４ 管理のための体制の整備 

（１） 従業員 

ア 総括責任者を配置すること。また、管理に係る全従業員（臨時職員を含

む。）の勤務形態等については、労働基準法・労働安全衛生法・その他労

働関係法令を遵守し、管理に支障のないように配置すること。 

イ 防火管理者の資格を有するものを配置すること。 

ウ 従業員に対して、施設の管理に必要な研修を実施すること。 

エ 経理事務・受付事務・帳簿作成業務・その他体制の整備に必要な業務を

実施すること。 

（２） 業務遂行の準備 

    指定管理者に指定された後は、自己の責任及び負担において、平成２

８年４月１日から円滑に海の家の管理に係る業務を遂行できるように、
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人的及び物的体制を整えること。なお、業務の引継ぎが必要な場合は随

時行うこと。 

 

５ 施設の休館日及び開館時間 

（１） 休館日 

ア １月１日から５月３１日まで 

イ １０月１日から１２月３１日まで 

※指定管理者はあらかじめ市長の承認を得て休館日の変更ができます。 

（２） 開館時間 

午前９時から午後５時まで 

※指定管理者はあらかじめ市長の承認を得て開館時間の変更ができま

す。 

 

６ 指定管理者の指定の期間 

  平成２８年４月１日から平成３３年３月３１日まで 

 

７ 法令等の遵守 

海の家の管理に当たっては本仕様書のほか、次に掲げる法令等に基づかなけ

ればならない。 

（１） 上天草市樋合海水浴場休憩施設「海の家」条例 

（２） 地方自治法、地方自治法施行令、地方自治法施行規則ほか行政関係法

令 

（３） 自然公園法、自然公園法施行令、自然公園法施行規則 

（４） 労働基準法、労働安全衛生法ほか労働関係法令 

（５） 建築物における衛生的環境の確保に関する法律、建築物における衛生

的環境の確保に関する法律施行規則、水道法、水道法施行規則、建築基

準法、消防法、消防法施行規則、電気事業法その他施設、設備の維持管

理又は保守点検に関する法令 

（６） その他 

ア 指定管理者は、施設の管理に関し知り得た個人情報の保護を図るため、

上天草市個人情報保護条例第２８条第２項の規定に従い、協定に定める安

全確保の措置を講じること。 

イ 指定管理者は、施設の使用許可承認等行政処分に相当する権限を行使す

るときは、上天草市行政手続条例（平成１６年上天草市条例第１６号）第

２章の規定を遵守すること。 
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ウ 指定管理業務を行うに当たり作成し又は取得した文書等は、適正に管理

し５年間保存すること。指定期間を過ぎた後も同様とする。 

エ 指定管理者は、業務の実施に当たっては、省エネルギーの徹底と温室効

果ガスの排出抑制に努めるとともに、廃棄物の発生抑制、リサイクルの推

進、廃棄物の適正処理に努めること。また、環境負荷の軽減に配慮した物

品等の調達（グリーン調達）に努めること。 

 

８ 業務内容 

  指定管理者が行う業務は次の業務である。なお、指定管理者が業務を一体

的に委託することは認めないが、個別業務を他者に委託することは可能とす

る。ただし、事前に市長の承認を得なければならない。 

（１） 施設の管理運営に関する業務 

ア 施設利用者への便宜供与、利用促進及び安全管理等、適切な運営を行う

ことを目的とし、常に利用者に開かれたものとし、市民をはじめとするす

べての施設利用者に対し公平な運営に留意し、指定管理者の判断により適

切に行うこと。 

イ 接客対応、設営準備等打合せ対応、電話対応、苦情対応等に当たること

とし、要望及び苦情に対しては誠意をもって対応するとともに、速やかに

内容を市長へ報告すること。 

ウ 本施設が公の施設であることを認識し、常に利用者の視点で業務に当た

ること。 

エ 利用者や地域住民の意見・要望の聴取等、利用者のニーズの適切な把握

と反映した運営を行い、サービス向上に努めること。 

オ 上天草市、各種団体、地域住民、公共機関等と協調を図り利用促進活動

に努め、依頼等には誠意をもって対応すること。 

カ 近隣地域への応対に当たっては、誠意をもって対応し、地域振興に資す

る活動等についても積極的に取り組むこと。 

キ 緊急時対策、防犯・防災対策について、マニュアルを作成し、職員に指

導を行うとともに市長に報告すること。 

ク 防火責任者を配置し、その者の氏名を市長へ報告すること。 

ケ 災害及び急病人やけが人、犯罪等が発生した場合の対応、救護及び関係

部署への速やかな通報、事故報告を行うこと。 

コ 災害その他の事故等が発生した場合は、マニュアル等により、利用者の

安全確保を第一に迅速に対応すること。また、簡易な薬品、資機材等を常

備するとともに、職員に周知する等、非常時の対応について十分な対策を

講じること。 
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サ 開館時間内においては、施設内を適宜巡回し、不審者・不審車両の進入

防止、火の元及び消火器・火災報知機等の点検、放置物の除去等避難導線

の常時確保、不審物の発見・処置等を行うこと。 

シ 開館時間外の警備においては、必要に応じて機械警備を設置する等、異

常の発生に際しては速やかに対応できるようにすること。 

ス 利用者が安全・快適に海の家を利用できるよう努めること。 

セ 明らかに危険のおそれがあると認められる利用者については、直ちにこ

れを制止して、適正かつ安全な利用が図られるよう努めること。 

ソ 個人情報保護の体制を取り、職員に周知徹底を図ること。 

タ その他施設の管理運営上必要と認める業務 

（２） 利用料金の徴収に関する事務 

  ア 施設等の利用料金は、指定管理者の収入とする。 

  イ 利用料金の徴収等に関する事務 

   （ア） 施設等の利用者に対して利用料金の徴収を行うこと。 

   （イ） 金額の過誤その他の利用で利用料金の還付が必要になった場合

は、還付事務を行うこと。 

（３） 施設等の維持管理に関する事務 

ア 施設内の清掃業務 

（ア） 日常清掃（日常的に必要な清掃業務）に関する業務 

（イ） 定期清掃(ガラス清掃、空調機器フィルター清掃等定期的に必要な

清掃作業）に関する業務 

イ 設備・施設内の機器類の保守点検業務 

 空調機器、消防設備、機械整備、厨房機器の設備に関する法定点検、保

守に関する業務 

基本的内容については、別表「海の家保守点検及び維持修繕業務」のと

おり 

ウ 屋外施設の清掃管理 

エ 施設の軽微な修繕に関すること。 

（４） 保険の加入 

指定管理者は募集要項、仕様書に定める自らのリスクに対して、適切な

範囲で保険等に加入すること。なお、建物に対する火災保険については市

が加入する。 

（５） その他海の家の管理に必要な事項 

ア 指定された時間に館内出入り口等の開錠、施錠を行うこと。 

イ 指定された時間に機械警備の開錠、施錠を行うこと。 

ウ 年度終了後６０日以内に事業報告書を提出すること。 
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９ 自主事業に関する業務 

  自主事業に関する基本的な考え方 

ア 指定管理者は、積極的に自主事業を企画及び実施するものとする。なお、

自主事業の実施により収益が発生した場合は、その収益は指定管理者の収

入とする。 

イ 自主事業の内容 

原則として施設の設置目的に添ったものであること。 

ウ 自主事業実施における注意点 

自主事業の実施については、施設としての利用とのバランスを考慮する

とともに市長と事前に協議し、承認を得てから実施すること。また、施設

の一部を目的外に使用しようとする場合は、施設の設置目的等に考慮する

こととし、市長の許可を得ること。 

なお、自主事業における収支については、海の家の指定管理業務に関す

る収支予算書には算入せず、別の収支予算書を作成し提出すること。（指

定期間中の経理においても同様に指定管理業務と自主事業を分けて処理

すること） 

 

10 備品・消耗品等 

海の家に附属する市所有の備品等については、その使用及び保管に十分注

意すること。また、指定管理者自らが購入した備品等については、指定管理

者の所有とし、その都度市に報告すること。 

ア 上天草市は、別紙１「上天草市樋合海水浴場休憩施設「海の家」施設概

要書」に示す備品一覧（以下「備品等」という。）を無償で指定管理者に

貸与する。 

  イ 指定管理者は、指定期間中、備品等を常に良好な状態に保つものとす

る。 

ウ 備品等が経年劣化等により本業務実施の用に供することができなくな

った場合、市は、指定管理者との協議により、必要に応じて市の費用で当

該備品等を購入又は調達するものとする。 

エ 指定管理者は、故意又は過失により備品等を毀損滅失したときは、市と

の協議により、必要に応じて市に対しこれを弁償又は自己の費用で当該

物と同等の機能及び価値を有するものを購入又は調達しなければならな

い。 

オ 指定管理者は、備品等の貸与の依頼があった場合は市と協議し、貸与す

ること。 
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11 管理経費 

 （１） 指定管理者は、当該施設の管理に必要な一切の経費を負担すること

とする。 

（２） 原則として、１件２万円未満の施設、設備及び機器の維持管理上の修

繕については、指定管理者の費用と責任のもと執行すること。ただし、

特別な事情があると認められるときは、市と指定管理者との協議により

実施することとする。 

（３） 指定管理者の維持管理業務に瑕疵がなく公益上必要と認められる２万

円以上の施設、設備及び機器の修繕については、市が費用負担し執行す

ることとする。 

 

12 指定管理料 

市は、指定管理料を協定書で定める期日までに指定管理者の請求に基づい

て支払う。 

 

13 事業計画書、業務報告書及び事業報告書 

（１） 事業計画書 

    指定管理者は、毎年度２月末までに翌年度の管理運営に関する事業計

画書を作成し、市に提出すること。 

    事業計画書の主な内容は、次のとおりとし、作成に当たっては、市と

調整を図り、市の承認を受けること。 

    なお、指定管理者は、事業計画に変更の必要が生じた場合は、事業変

更計画書を市に提出し、承認を受けること。 

ア 職員業務分担 

イ 年間行事予定計画書 

ウ 収支計画書 

エ その他必要な事項 

（２） 業務報告書 

指定管理者は、次に掲げる事項を毎年度１１月末までに市に報告す

ること。 

ア 海の家の利用者に関する報告書 

イ 実施した事業の内容及び実績に関する報告書 

ウ  財産及び物品の状況に関する報告書  

（３） 事業報告書 

    指定管理者は、毎年度終了後６０日以内に事業報告書を市に提出する

こと。事業報告書の主な内容は、次のとおりとする。 

ア 海の家の業務実績報告書 
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イ 海の家に係る収支報告書 

ウ 海の家の月間利用状況 

エ 海の家の月間収入状況 

オ 利用者からの苦情とその対応 

カ その他必要な事項 

（４） 日報の作成について 

    施設整備の維持管理等に関する事項については、業務別に日報を作成

し、市の求めに応じ提出できる体制を整えておくこと。 

（５） その他 

ア 帳簿類及び年次報告書、月次報告書の基礎となる書類については、指定

管理者は市の求めがあった時はその求めに応じ、速やかに提出すること。 

イ 事故や利用者の苦情のうち重要と判断される案件等については、随時、

速やかに市に報告すること。 

 

14 協定の締結 

   市と指定管理者は、海の家を適正かつ円滑に管理するために必要な基本

事項について、協議の上、協定書を締結する。 

 

15 協議 

   指定管理者は、この仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の

内容及び処理について疑義が生じた場合は、市と協議し決定する。 

 

16 業務に当たっての注意事項 

（１） 公の施設であることを常に念頭におき、公平な運営を行うこととし、

特定の団体等に有利又は不利になる運営を行わないこと。 

（２） 個人情報の保護について、職員に周知徹底させること。 

（３） 緊急時対策、防犯・防災対策について、マニュアルを作成し、職員を

指導するとともに、事故・災害等が発生した場合には、速やかに応急処

置を講ずること。 

（４） 指定管理者は、上天草市樋合海水浴場休憩施設「海の家」条例第１３

条の規定により、原状回復の義務を負う。 

（５） 指定管理者は、個人の権利利益を侵害することのないよう適正に取り

扱うものとする。 

（６） 指定管理者には、上天草市公の施設に係る指定管理者の手続に関する

条例の規定により、施設の管理を行うに当たっての文書は公開の手続事

務が課せられる。 
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（７） その他、仕様書に記載のない事項については、市と協議を行うこと。 
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別表 

海の家の保守点検及び維持修繕業務 

 

 
項目 細目 実施頻度等 

１ 

清掃 

（事務所・休憩室 

・調理室・トイレ

等） 

・日常の清掃、整理整頓 ・開館日 

・清掃用具の交換 

・必要に応じて実施 
・消耗品の補給 

２ 消防設備 

・日常の保守管理 ・開館日 

・定期点検 
・法定点検を実施（年２回

以上） 

３ 空調設備の点検 
・日常の保守管理 ・開館日 

・定期点検 ・年２回 

４ 

その他の設備・備

品（テラス・テー

プル等） 

・日常の保守管理 ・開館日 

５ 軽微な修繕 
・照明装置の維持、交換 

・必要に応じて随時 
・その他施設の修繕 

６ 建物周辺の管理 ・除草等 ・必要に応じて随時 

７ その他 
・施設の維持管理に必要な

業務 
・必要に応じて随時 
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